
161(11)外部研究資金の獲得に必要な業務の時間追加データ

外部資金の獲得に要している時間は平均で42.6時間、自然科学系で多くなっている。

平成29年度における競争的資金等、外部研究資金の獲得に必要な業務の年間の総時間

（出典）文部科学省「平成30年度大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」
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162(12)研究者の支援体制(URA、エンジニア等)追加データ

（出典）文部科学省「大学等における産学連携等実施状況調査」の関連調査を基に作成。

URA人数、配置機関数は増加が継続している。

URA人数



163(13)研究支援人材追加データ

研究事務その他の関係者は増加、研究補助者は微増しているが、技能者は横ばいである。

（出典）総務省「科学技術研究調査」

研究者以外の研究関係従業者数（大学等）
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164(14)大学のTA_RA学生数追加データ

（出典）文部科学省『各大学院における「大学院教育振興施策要綱」に関する取組の調査結果について』各年度を基に作成。

TA、RA学生は共に増加している。（最新の状況は不明）

（注）TA（Teaching Assistant）とは、学部学生等に対するチュータリング（助言）や実験、実習、演習等の教育補助業務
（具体的には、演習のディスカッションリーダー、レポート・試験等の採点など）を行い、これに対する手当てを支給される大学院
学生を指す。2007年度及び2010年度は調査を実施していない。

（注） RA（Research Assistant）とは、大学等が行う研究プロジェクト等の研究補助業務（具体的には、データ処理業務、各
種実験の実施及び補助、研究設備の運転・整備等）を行い、これに対する手当てを支給される大学院学生を指す。2007年
度及び2010年度は調査を実施していない。

TA人数 RA人数



165(15)女性研究者の研究費の推移（女性研究者の科研費取得の状況）追加データ

（出典）日本学術振興会 科研費データ（研究種目別・男女別配分状況一覧）（各年度）を基に作成。

科研費の女性採択数、女性割合は増加傾向にある。

(注）集計対象は、以下の科研費における新規採択件数である。
【2012年度】 特別推進研究、新学術領域研究（領域提案型、課題提案型）、特定領域研究、基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）、

若手研究（S・Ａ・Ｂ）、挑戦的萌芽研究、研究活動スタート支援、学術創成研究費
【2013年度】 特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）、特定領域研究、基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）、若手研究（S・Ａ・Ｂ）、

挑戦的萌芽研究、研究活動スタート支援
【2014-2016年度】 特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）、基盤研究（S・Ａ・Ｂ・C）、若手研究（Ａ・Ｂ）、挑戦的萌芽研究、

研究活動スタート支援
【2017年度】 特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）、基盤研究（S・Ａ・Ｂ・C）、若手研究（Ｂ）、挑戦的研究（開拓・萌芽）、

挑戦的萌芽研究、研究活動スタート支援
【2018年度】 特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）、基盤研究（S・Ａ・Ｂ・C）、若手研究（A・Ｂ）、若手研究、

挑戦的研究（開拓・萌芽）、挑戦的萌芽研究、研究活動スタート支援

女性採択率と男女比



166(16)年齢階層別女性教員離職者数追加データ

（出典）文部科学省「学校教員統計調査」を基に作成。

女性教員の離職者は増加傾向にあり、特に35～44歳の離職が増加している。

女性教員離職者推移（大学等）

（注）年齢は離職時の満年齢である。
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167(17)女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫追加データ

女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫

女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫はほぼ問題ないと評価されている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月



168(18)ライフステージに応じた支援充実度追加データ

2019から2020でわずかに指数が上昇しているが、学長・機関長等と女性での評価は異なっている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月

女性研究者が活躍するための環境改善(ライフステージに応じた支援等) （2016 年度の指数からの変化）



169(19)好きな科目（小学生・中学生，男女別）追加データ

算数（数学）、理科が好きとする男女差は、小学生から見られるが、中学生になると差が拡大する。

（出典）内閣府「令和元年男女共同参画白書」



170(20)文系・理系に対する意識（中学生、男女別）追加データ

中学生の段階で、女性のほうが文系と意識する傾向がある。

（出典）内閣府「「女子生徒等の理工系進路選択支援に向けた生徒等の意識に関する調査研究」（平成３０年３月）

自身は文系タイプだと思うか、理系タイプだと思うか（男女別）

将来は文系／理系どちらの進路に進みたいか（男女別）



171(21)国際共同研究の研究費追加データ

適切なデータが見当たらないため、どのように把握できるか検討する必要がある。



172(22)研究者の国際交流（受入、実数）追加データ

海外からの受け入れ研究者は横ばい傾向が続いていたが、2019年度で短期受入者が減少している。

該当ファイルなし？

海外からの受入研究者数（総数／短期／中・長期）の推移

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」
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173(23)研究者の国際交流（派遣、実数）追加データ

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」

海外への派遣研究者数は中・長期は横ばい、短期は増加～横ばい傾向にあったが、2019年度には減少している。

海外への派遣研究者数（総数／短期／中・長期）の推移
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174(24)優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組追加データ

優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組

優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組は不十分との強い認識が示されている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所、 NISTEP REPORT No.189、科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）、2021年4月



175(25)海外の大学・研究機関との研究に関する協定数追加データ

全体で見ると、協定はアジアが多く、北米が次いでいる。ただし、国立大学等に限るとアジア、北米、ヨーロッパは
ほぼ横並びである。

（出典）文部科学省「国際研究交流の概況(令和元年度)」

海外の大学・研究機関との研究に関する協定の地域別内訳

（注）回答機関（総数830 機関）中で、海外の各地域の大学・研究機関等と１件以上協定を締結している機関の数を示す。



176(26)大学が外国企業から受け入れている共同研究費追加データ

（注）大学等には、大学、短期大学、高等専門学校、大学共同利用機関を含む。

大学が外国企業から受け入れている共同研究費の推移について見ると、件数、受入額ともに増加傾向にある。

（出典）文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」に基づき作成
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A-1基本計画の目標が達成されているか。

対応する
ロジックチャート
の要素

追加指標候補 追加指標候補から明らかになった点（例）

多様な研究者が、
多様な主体と活
発な知的交流を
図り、研究の多様
性が進む

(1) 女性研究者による論文の推移 • 女性研究者の割合は諸外国と比較しても少ない。分野別に見ると理学
と工学で少ない。

• 外国人教員数、博士課程の外国人割合は増加。国際共著論文も増
加しているが諸外国の伸びはそれを上回る。

• 女性研究者の論文数の把握は検討課題。

(2) 研究者に占める女性の割合（国際比較）
(3) 専門分野別女性研究者数
(4) 国際共著論文の割合
(5) 国立大学の外国人教員数の推移（職階別）
(6) ポストドクターの外国人割合
(7) 博士課程学生の外国人割合
(8) 大学院の社会人学生数

研究者の研究時
間が確保される

(9) 研究時間の増減 • URA、研究事務その他の関係者、TA・RAは増加しているが、研究時
間割合は減少傾向が続いており、FTEベースの研究従事者数も減少。

• 外部資金の獲得に要している時間は平均で42.6時間、自然科学系で
多くなっている。

(10) 研究従事者数(FTEベース)
(11) 外部研究資金の獲得に必要な業務の時間
(12) 研究者の支援体制(URA、エンジニア等)
(13) 研究支援人材
(14) TA_RA学生数（全在籍者数に占める比率）

研究人材の多様
性が確保される

(15) 女性研究者の研究費の推移
（女性研究者の科研費取得の状況）

• 女性研究者が獲得する科研費は増加している。
• 一方、小学生から中学生に進むに従って、算数（数学）、理科を好き

な科目とする男女差は広がっている。
• さらに、ライフステージに応じた支援充実度は女性の評価は高まっておらず、

離職者も特に35～44歳で増加している。

(16) 年齢階層別女性教員離職者数
(17) 女性研究者が活躍するための採用・昇進等の人事システムの工夫
(18) ライフステージに応じた支援充実度
(19) 好きな科目（小学生・中学生，男女別）
(20) 文系・理系に対する意識（中学生，男女別）

多くの研究者が、
海外研さん・海外
経験を積み、海外
研究者とのネット
ワークを構築する

(21) 国際共同研究の研究費 • コロナ禍と想定される直近の傾向を除けば、短期の海外派遣者数は増
加傾向。ただし、中・長期の派遣は横ばいであり、海外からの受入研究
者数も近年横ばいである。優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させ
るための取組は不十分との強い認識が示されている。

• 大学が受け入れている外国企業からの共同研究費は、件数、受入額と
もに増加している。

• 国際共同研究の研究費の把握は検討課題。

(22) 研究者の国際交流（受入、実数）
(23) 研究者の国際交流（派遣、実数）
(24) 優秀な外国人研究者を受け入れ、定着させるための取組
(25) 海外の大学・研究機関との研究に関する協定数

(26) 大学が外国企業から受け入れている共同研究費

② 追加指標候補概況（分析結果）
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1. 各「具体的な取組」の記載を確認

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

科学技術関係予算情報

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

省庁から
（将来的には省庁から基本計画との
対応や非予算情報を直接収集）

基本計画の具体的な取組、統合戦略の実施状況・現状分析」の該当記載を確認

予算施策情報

当該「実施状況・現状分析」に関連する施策候補

2. 各「具体的な取組」に対応する施策の特定
実施状況・現状分析に対応する施策を収集
前年（R2）までに実施した施策 + 当該年度（R3）の予算施策

公表情報や省庁担当者等から非予
算情報について情報収集

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・

行政事業レビュー

前年度（R2）+当該年
度（R3）の

予算施策情報

4. 「具体的な取組」毎の分類・図式化

「具体的な取組」毎に情報整理
事業名・制度名リスト
投入予算
成果目標
成果実績（アウトカム）と成果指標
達成状況

A-2 基本計画に紐づく具体的な取組（施策群）が着実に実施されているか。

再掲施策実施状況分析
3. 非予算情報の収集
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A-2基本計画に紐づく具体的な取組（施策群）が着実に実施されているか

スマートラボラトリ化

⑥研究時間の確保

民間サービスの利用

学内事務処理の簡素化、デジタル化等

研究時間確保に資する民間サービスを
2020 年度までに 9件を認定【継続】

好事例を参考とした取組展開【今後】

研究設備・機器のスマート化・リモート
化の予算措置【継続】

行政手続きでの書面・押印・対面主義
の見直し【2020年度】

実施済・継続

今後実施

新規・大幅拡充統合イノベ戦略第6期基本計画

関係府省申し合わせ【2021年3月】
各種事務手続に係るルールの一本化、簡
素化・デジタル化・迅速化 ルール一本化・標準化・デジタル化・迅

速化【今後】

高度専門職人材の質保証・処遇改善・
キャリアパス拡充

ＵＲＡの能力に応じた認定制度の創
設【今後】

エンジニアのスキル向上・キャリアパス実
現【今後】

ＵＲＡ・エンジニアの質保証の取組
【2021年度】

高度専門職人材（ＵＲＡ等）の
体制整備

2021年度より先端研究設備プラットフォーム
プログラム、2020年度よりコアファシリティ構
築支援プログラムを実施し、エンジニアの交
流・育成

2020年度：科学技術分野の文部科学大臣
表彰研究支援賞の創設

2021年度：リサーチ・アドミニストレーター等
のマネジメント人材に係る質保証制度
：2022年度 0.5億円（概算要求）

・「行政手続きにおける書面主義，押印原則，
対面主義の見直しについて」（2020年12月1
日文部科学省大臣官房長事務連絡）
・「大学等における求人公募に係る申請手続
きのオンライン化等の推進について」（2021
年2月12日文部科学省事務連絡）

先端研究設備整備補助事業
：2021年度 77億円（予算計）

「研究支援サービス・パートナーシップ認定制
度（A-PRAS）」を2019年度より開始

「競争的研究費における各種事務手続き等に
係る統一ルールについて」（令和３年３月５
日競争的研究費に関する関係府省連絡会申
し合わせ）

大学内の研究（支援）環境の整
備

競争的資金等の手続き効率化
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：終了 ：継続中 ：募集終了 : 単年度予算が50億円以上 :単年度予算が50～10億円 :単年度予算が10億円以下

創造科学技術推進事業（ERATO）（1981～）

独創的個人研究育成事業（さきがけ）（1991～）

戦略的基礎研究推進事業（CREST）（1995～）

科学技術振興調整費（1981～2010）

事業仕分け

第１期科学技術基本計画 第３期科学技術基本計画第２期科学技術基本計画 第４期科学技術基本計画 第５期科学技術基本計画

研究交流促進法
改正

競争的資金
間接経費の
共通指針

競争的研究資金
制度改革について

競争的資金の
拡充～について

競争的資金の
使用ルール等の
統一化

公的研究費の
管理・監査の
ガイドライン

STI促進のための
仕組みの改革について

費目間流用ルール
の統一について

科研費改革
の実施方針

科学研究費助成事業
の審査システム改革について

科研費
「特定領域研究」の新設

科研費の
一部に
間接経費
導入

科研費
「若手研究Ａ、Ｂ」の新設

戦略的創造研究推進事業（JST）

学術システム
研究センター設置（JSPS）

研究開発
促進税制の改正

科研費
「若手研究（スタートアップ）」の新設

世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)

科研費
「新学術領域研究」の新設

e-Rad（府省共通研究開発管理システム)

最先端研究開発支援プログラム（FIRST）

最先端・次世代研究開発支援プログラム（NEXT）

科研費の
一部に
基金化
を導入

科学技術戦略推進費

科学技術イノベーション創造推進費（内閣府）

科研費の
一部に
基金化
を導入(2)

官民イノベーションプログラム

革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）

革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP)

「異能(inno)vation」プログラム（SCOPEの一部）

ICTイノベーション創出チャレンジプログラム（I－Challenge！）

イノベーションハブ構築事業

リサーチコンプレックス推進プログラム

産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA）

安全保障技術研究推進制度（防衛省）

未来社会創造事業

官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）

グローバルＣＯＥプログラム未来開拓学術研究推進事業

21世紀COEプログラム

共創の場
形成支援

ムーンショット型研究開発プログラム

科研費新体系

「新学術領域研究」
を「学術変革領域
研究 A・B 」へ移行

（4大学へ出資）

出資型新事業創出支援プログラム（SUCCESS）

創発的研究支援事業

研究開発資金
制度【再掲】
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